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お買い上げいただき、ありがとうございます。 

A ご使用の前に 


この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 

特に 「 安全上のごを 意」 は、必ずお読みいただき、ま全にお使 
いください。 

お読みになったあとは、保証書と一緒に大切に保管し、必要 
なときにお読みください。 

この「取扱説明書」は再生紙で作られています。 
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まを上のご注意 一はじめにお読みください一 

~ 絵表示について 


この取扱説明書と製品には、いろいろな絵表示び記載されていまず。 

これらは、製品を安全に正しくお使いいただき、人への危害や財産への損害を未然に防止するための表示です。 


絵表示の意味をよ<理解してから本文をお読み<ださい。 

A 警告 

♦この表示のを意文を無視して、誤った取扱いをすると、 

「死 t または重傷を負う可能性び想定される」内容を示 
しています。 


A 注意 

•この表示のミ主意文を無視して、誤った取扱いをすると、 
「障害を負ったり物的損害び想定される」内容をホして 
います。 


♦この表示のを意 

を意をラなびす記号 行為を禁止する記号 


AA Q®€) 


一般を意 感電 


禁止分解禁止水めれ禁止 


一版的指示電源プラグを巧< 


A 警告 


電源 コードについて 


■付属の電源コードむがは使用しない 


A - 接軸不良、絶縁不良で乂巧や感電の原因となり 
まず。 


■電源プラグの差し&みが不完全な状態で使わない 


-接軸不良により発熱し、义災や感電の原因とな 
/V A ります。 

lx / たこ足配線ち、コードび熱をちち危険ですので 
しないでください。 


■電源コードを加工したり、お理な力を加えたりしない。 
また家具などの重い物をのせない 


0 - コードび傷つさ、义巧や感電の原因となります。 

-お線び露出ずるなど、コードび傷んだ場合は、 
使用を中止し、販売店にご相談ください。 


■電源プラグにほこりや巧れがついた状態で使用しない。 


また金属物を近づけたりしない 


0 


電気びほこりやちれ、金属物を伝わり、火災や 
感電の原因となりまず。 

半年に一度は、プラグをコンセントから抜いて 
点検し、プラグとコンセントの間にたまったほ 
こりや巧れを取り除いてください。 


異常時のま意 


■万一、次のような異常が発生したときは、そのまま使用 
しない。义災や感電の原因となりまず。 

-煙び出ている、へんなにおいびするなど異苗のとさ 
. 内部に水や金属物び入ってしまったとき 
■落としたり、キャビネットび破損したとを 
-電源 コー ドび傷んだとを 
電源プラグ抜く （お線の露出、断線など） 



このよラなとさは、ずぐに電源を切り、電源プラグをコンセント 
から抜を、販売店に修理を依頼して < ださい。お客様ご自身び修 
理ずることは危険でず。絶対にやめてください。 


色 


雷について 


■雷び鳴り出した5、電源プラグに触れない。 

誘導雷により、感電のおそれびあります。 


接軸禁止 



設置について 

■本機の置き方は 

A 

-あお向け、横倒しをさま、通風孔をふさいだり、 
風通しの悪い狭い所、などに設置ずると、内部 
に熱びこもり、义災の原因となります。 

-機器は壁から 20 cm 上、天面から 10 cm な上、 
両側は 20 cm 上の間隔をあけてください。 
間隔をあけないと内部に熱びこちり、火災の 
原因となります。 


ご使用について 


■電源は交流 (AC ) 10 0 V を使う 


. この機器を使用できるのは日本国内のみです。 
/V A 自動車や船舶などの直流のの電源に直接つ 

1 x 1 ないだりよ旨定外の電圧や電源で使用すると、 

V y 火災や感電の願となります。 

I Chis set is designed for use in Japan only | 

I and can not be used in any other country . I 


■機器内部に金属物や燃えやすいものを入れない 


■义災や感電の原因となりまず。 
/V A .特にお子様にはごを意ください。 


■本機の包装に使用しているポ U 袋は、かさなお子様の手の 
届くところに置かない 


■頭からかぶると窒息の原因となります。 

0 
























A 警告 


A ミ主意 

ご使用について 


電源コードについて 

■機器の上に、液体の入った容器やかさな金属物をおかない 

■熱機器に近づけない 


0 - 液体び内部に入った場合は、電気び;'夜体や金属 
部に伝わり、火災や感電の原因となります。 


■コードの被覆び溶けて、义災や感電の原因とな 
A ることびあります。 


■ネジをはずしたり、分解、改造したりしない 



内部には電圧の高い部分びあり、感電の原因 
とな0ます。 

内部の点検や修理などは、販売店にご依頼 < だ 
さい。 


分解禁止 


■水をかけたりめ5したりしない。 



水めれ禁止 


機器を水びかかる場所で使用したり、水にめら 
す（つける、かける、こぼす）などして使用する 
と漏電によって火災や感電の原因となります。 
万一、内部に水び入ったときは、電源プラグを 
コンセントから巧さ、販売店にご相談ください。 


■めれた手でさわらない 



• 機器をめれた手で扱5と感電の原因となります。 


■風呂、シャワー室では使用しない 


(§) 

水場での植用禁止 


' 風呂場やシャワー室では使用しないでください。 
漏電によって义災や感電の原因となります。 


設置-接続に ついて 


■重量物の取り扱い 


0 - 本機は重量物なので、開捆や持ち運びはおず 
2人け上で行ってください。誤った作業は、 
倒れたりしてけびの原因となることびあ0ます。 


■異常に温度が高 < なるところに置かない 

0 - 機器表面や部品び劣化するほか、乂災の原因と 
なることびあ0ます。 

-直射日光の当たるところ、ス I ブの近くでは 
特にごを意ください。 


■機器の上に大きいものや重いものは柔せない 


0 ■バランスび崩れて倒れたり、落下して、けびの 
原因となることびあります。 


■不安定な場所に置かない 


0 •機器び落ちたり、倒れたりして、けびの原因と 
なるこいとびありまず。 


A 注意 


ご使用について 


■はじめか5音量を上げすざない。 


A •突然大さな音び出て、スピーカーを破損したり、 
聴力障害などの原因となることびあります。 
■電源を切る前に音量（ボリューム）を下げて 
おを、電源び入ってから徐々に上げてください。 


■長期間使用しないときは、安をのため、電源プラグを巧いておく 


-旅行などで長期間使用にならないときは、安全 
のため必ず電源プラグをコンセントからあいて 
ください。 

電源プラグを巧く 


■電源プラグの巧さ差しはプラグを持つ 


0 - □-ドを弓 I っ張ると、□-ドに傷びつき、义災 
や感電の原因となることびあります。 


■めれた手で電源プラグを巧さ差ししない。 


A ~~ 


■接続の前に接続ずる全ての機器の電源を「切 J にしておく 
(電源プラグをコンセントか5巧いておく） 

0 - 電源び「入」の状態で接続すると、突然大さな 
音び出て聴力障害の原因となることびあります。 

■が部アンプと外部 スピーカーの 接続 


A - OUTPUT(HIGH LEVEL ) に接続できるスピー 
力一は、 INPUT 2( H に H LEVEL ) に接続した 
アンプび許容でをる範囲のインピーダンスのス 
ピーカーでず。また、アンプの定格出力と同等 
L ソ上の定格入力のスピーカーをお使いください。 
-アンプとスピーカーの定格出力と定格入力やそ 
れぞれの定格インピーダンスび不適合の場合は、 
乂災や感電の原因となります。ご使用の際は 
それぞれの取扱説明書をよ < お読み< ださい。 
不明な点びありましたら、販売店やサービス 
窓□にご相談ください。 


お手入れについて 


■お手入れの前には、電源プラグを抜く 


'電源を人れたままにしておくと、 
なることびあります。 

お 

電源プラグを巧く 


感電の原因と 


回 



















巧長 

■ 

1. トランジェントの良い重低音を再生する、速度型 MFB 
(Motional Feed Back ) を搭載 

ボイスコイルに取り付けられたセンサーにより、振動板の動き 
を直接おえ、音楽信号に強力に追従させる速度帰還型 MFB 
サーボを搭載していまず。これによってトランジェントの優 
れた、音楽ソースに極めてを実なな音再生を実現しました。 
また、内蔵ノ f ワーアンプには専用設計の大出力 Class-D アンプ 
と□ーノイズで高効率な新開発スイッチング電源を使用し、 
ノ Vイスピードで強力な駆動ノり一を生み出すことに成のして 
います。 

2. 高剛性と高音速を兼ね備えた/むレプ振動板探用の高能率 
30 cm ウーノ、一 

SP； りレプをを成分とした腰のある振動板を、強力な磁気回路と 
已層構造のボイスコイルで駆動することにより、能率び高く 
過度特性の優れたウーノ \一を実現しました。 


使用上のご注意 

■ 

■本機を美しく保つためには 

キャビネットやノ くネル操作面び巧れたら柔らかい巧でからぶさ 
してください。 

巧れびひどいときは、水または中性洗剤をみし巧につけてふき、 
あとはからぶさしてください。 

■ステレオを聞<とさのエチケット 

ステレオで音楽をお楽しみになるときは、隣 
近戸斤に迷惑びかからないよラな音量でお聞さ 
ください。特に、夜はルさな音でち周囲によ 
く通るものです。窓をしめたり、へッドホン 
をご使用になるなどお互いにむを配り、快い 
生ま環境を守りましょラ。 

このマークは音のェチケツトのシンボル 
マークです。 



五光ミ尺塗装仕上げの密閉型キャビネット 


■音場の改善 


メープルの単板を貼り光沢塗装仕上げした、30 mm 厚の •反射または共振を起こしやすい洋間では、 


MDF (Midium Density Fiberboard ) と2已 mm 厚の 



パーティクルボードの強固な構造のキャビネットです。 
また、最ち入力信号に忠実であり、音楽をありのままに再現 
する密閉型構造を採用することにより、あくまで正おなほ音 
再生にこだねりました。 

付属品の確認 


ご使用になる前に本機に添付されている付属品をご確認く 
ださい。 


厚手の力ーテンやジュータンなどをお使い 
<ださい。 

また、スピーカーの正面（向かい側）び固 
い壁やガラス戸などの場合には、反射やを 
在波の発生を防ぐ目的で厚手のカーテンな 
どで吸音処理することをおすすめします。 

■フットの取付け方 

♦本機をセッティングずる場合、キャビネットの保護、滑り防止、 
およびキャビネットの振動を吸収しまずので、フットを貼るこ 
とをおすすめします。 




• 電源コード.- • 1本 


* フット... 4個 



□ □ □ □ 





-正常に動作しなくなる恐れがありまずので、テストトーンや 
正弦波等、音楽信号■(がは入力しないでください。 

-過大な信号が入力された場合、保護回路げ働を、音び出なく 
なる事びありまず。この場合は、一度電源スイッチを OFF に 
するか、電源コードを巧いて再度電源を入れ直してくださし、。 

V_/ 


应 














































> 部屋の平行面に向けると、壁からの反射音等により打消しび生じ、 
ほ音び聴を取りずらくなることびありまずので、かし内側に向け 
て設置してください。 

♦ホームシアターでの 使用時、 U アスピーカーび ル型の場合、本機 
をリア側にち追加することをお薦めします。こラすることで、 
より迫力のあるサウンドをお楽しみ頂けます。 


♦キャビネットの変あ-変色を防止ずるた 
め、直射日光や湿気のをい所、を暖房器の 
近くなどを避けて設置してください。 


参スピーカーの振動で八ウ U ングを起こすこ 
とびあります。でさるだけプレーヤーから 
離してください。 


参地震や衝撃などで倒れないよラに設置場所 
を十分考慮し、しっかり固定してくださ 
し、。 


♦本機はカラーテレビに巧して色むらを起こさないように防磁処 
理をしてありますび、設置ち法によっては色むらび生じる場合 
びありまず。設置の際は、 Li (下の点にごミ主意ください。 

1. 本機と一緒にテレビを使用する場合は、おずテレビの主電源 
スイッチを切ってから設置してください。 

なお、テレビのを電源スイッチは切ってから少なくとを30分 
後に入れるようにしてください。 

2. 本機けがの防磁未処理スピーカーシステムびテレビの近くに 
ある場合は、色むらを生じることびあります。 

3. テレビの種類によっては、色むらを生じることびありまず。 
色むらび生じた場合には、テレビより若干離して設置してく 
ださい。 

>本機の近くで FM 放送や AM 放送をお聞きになる場合は、電波の 
弱い状態では雑音び増えることびありませので、離して設置す 
るか十分な電波の強さの得られるアンテナをお使いください。 


設置上のご注意 

■ 

■設置上のま意 

-前面は大きく開けてください。 

-側面は20 cm 上開けてください。 

-上面は] 0 cm し:!上開けてください。 

-裏面は20 cm し:!上開けてください。 



■本機の置さ方 



因圓回 


回 



























各部のを祿と機能 

■ 

■前面 ■背面 


〇 

◎ ◎◎◎ 



1る 

II し^ [1 

1 

のの四の 

• 6 6 W ♦ 

Bmai -1 II 1 
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パワーインジケーター 

電源 ON 時または、スタンバイ状態のときに点打します。 
赤色：スタンバイ状態 
緑色： ON 状態 



PHASE 

低音び豊かに聞こえる方に切り換えます。 
NORM : NORMAL 
REV : REVERSE 


VOLUME 

組み合わせるスピーカーの 
能率に合わせて、音量の調節 
びでさます。 





INPUT 2 
(川 GH LEVEU 

アンプのスピーカー出力を 
接続する端テです。 


POWER 

本機の電源 ON/OFF 
をします。 

OUTPUT 
(H に H LEVE1_) 

INPUT 2 (HIGH LEVEL ) に 
アンプの出力を接続した場合には、 

この端モか日アンプの出力びそのまま 
取り出せます。 

CUT OFF FILTER 

このスイッチにより CUT OFF ALTER ® 

ON と OFF ( THROUGH ) を目受定します。 

(詳しくは] 0ページの r 音の調節」 を参照してください。） 


CUT OFF FREQUENCY 

(カツトオフ周波数） 
メインのスピーカーとの音の 
つなびりを調節します。 

OUTPUT 
(LOW LEVEL) 

INPUT 1 (LOW LEVEL ) に 
アンプの出力を接続した場合には、 
この端テから L と R び混合した 
アンプの出力び取り出せます。 


INPUT 1 
(LOW LEVEL) 

接続するアンプのモノ出力またはヴ 
ブウー八一出力やプ U アウトを接続 
する端子です。 






应 



























































































































■ 本機 （ SX-DW7) を1台接続する方法 

①アンプにサブウー八一出力、モノ出力のある場合。 
♦付属のシグナルコードをご利用ください。 


アンプ 


ヴブウ(或哉严モ 



②アンプに PREOUT (プ U アウト）出力のある場合。 
♦接続コードは別途ご用意< ださい。 





③アンプにサブウー八一出力、モノ出力びなく、スピーカー出力び]系統だけある場合。 
♦付属のスピーカーコード（付属は2本です）をご利用ください。 



スピーカー 




④アンプにサブウー八一出力、モノ出力びなく、スピーカー出力び2系統あり、同時出力び可能な場合。 
♦付属のスピーカーコード（付属は2本です）をご利用ください。 



接続 


全ての接続作業び終了するまで、電源コードは 
電源コンセントに差し込まないでください。 


广 


虹 


ミち意 


•アンプと接続ずる際は必ず、アンプ側の電源を切ってか6作業してください。 
•本機の 「 INPUT 1 or 2」は同時に使用しないでください。ノイズび増 
えたり故障の原因となります。 

’本機の「 INPUT 1 or 2」とアンプ等の REC OUT (録音出力）端テは 
接続しないでください。 




ちよつと一言 


接続するアンプ等にサブウー八一出力端子、ライン 
出力端子の両方びある場合、サブウーノ V —出力端子 
と接続ずることとをおすすめします。また、どちら 
の出力端モちない場合は、スピーカー出力端子と接 
続をして < ださい。 


〇 I 浸 
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巧 

(つヴを） 

全ての接続作業び終了するまで、電源コードは 
電源コンセントに差し込まないでください。 

1 


■本機 ( SX-DW7) を2台接続する方法 

①アンプにサブウー八一出力、モノ出力のある場合。 

♦付属のシグナルコード（付属は]本です）をご利用ください。 


に台目じ(降はこちらに接続して 
<ださい。） 



③アンプに PREOUT (プ U アウト）出力のある場合。 

♦付属のシグナルコード（付属は]本です）をご利用ください。 




回 




— INPUT 1- 
(LOW LEVEL > 


◎ 


③アンプにサブウー八一出力、モノ出力びなく、スピーカー出力び1系統だけある場合。 
♦付属のスピーカーコード（付属は2本です）をご利用ください。 



应 

































































































































































































■電源コードの接続（すべての接続び終わった 5) 

U アパネル部の AC IN 端子に電源コードのコネクター部を差し込んでか5、電源プラグを家庭用コンセントに差し込み 
ふ^ 〇 

♦付属の電源コードを使用します。 

♦付属の電源コードには電極の片側にマーキング（※図 A) び入っています。これは各機器の電源コードの極性を合わせ 
ることによって、よりよい音質を得るためのちのです。 

屋内配線や電源事情により異なりまずび、一般的にはコンセントの差し込み口の長いちにマーキングびくるよラに 
差し込みます。 

♦アンプの AC OUTLET に差し込む場合は AC OUTLET の使用可能電力び本機の消費電力 （90 W) しソ上あることを 
確認してください。 

家庭用コンセント 
AC 100 V 50 Hz /60 Hz 


長い方 



付属の電源コード 


画才ートパワーオン/スタンバイ機能について 

-パワーインジケーター 

電源スイッチを ON にすると、パワーインジケーターび赤色に点なし、 
数秒後に緑色に点なしまず。その後無信号状態び約10分続< と、 
スタンバイ状態になり、 J のーイン ジケーターび赤色に点打し、 
音声信号び入ってくると自動的に ON 状態になり、パワーインジ 
ケーターび緑色に点なします。 

-本機の入力端テ INPUT 1の入力感度はに FT 端子と阿 GHT 端テ 
び MONO 端テより高く設定してあります。 MONO 端子を使用し 
てル音量で再生する場合、スタンバイから ON 状態に変わらない 
ことびあります。 

この場合は、 LEFT 端子あるいは R に HT 端子をご使用くだい。 

-本機の電源を完全に切るときは、背面の電源スイッチを rOFF」 に 
するか、電源コードをコンセントから巧いてください。 



付属の電源コードのプラグには、片側に「極性合わせマーク 
(〇 0) J び付いていまず。電源の極性を合わせ、よりよい音質を 
得るために、電源プラグを差し込むとさは、 r 極性合わせマーク 
(〇 〇)」びコンセントの差し込み□の長し巧になるように接続 
して < ださし、。 

電源は家庭用の A 巳コンセントから直接取るようにしてください。 


广 




ま意 


アンプの音量が0又は、アンプか5の音声信号び極端に 
低いときは、スタンバイが態か5 ON 状態に切り換わり 
ません。 

また、 ON 状態でル音量再生の場合は、オートパワーオフ 
が働をスタン y レ r 状態となることびありまず。 

なお、過大入力で保護回路が動作した時 、 ) 巧ーインジ 
ケーターは緑色に点打したままでず。 


回 


全ての接続作業び終了するまで、電源コードは 
電源コンセントに差し込まないでください。 


④アンプにサブウー八一出力、モノ出力びなく、スピーカー出力び2系統あり、同時出力び可能な場合。 
♦付属のスピーカーコード（付属は2本です）をご利用ください。 


接続（っヴき) 


a i - 谷 1~| 


藝 


查每 


1-¢ L 


回 







































































































































10 20 50 100 200 500Ik 2k 5k 10k 20k 50k 100k 

周波数 （ Hz) 

中型フ□アタイプスピーカ ー+ SX-DW7 


50- 

40- 


10 20 50100 200 


0 1k 2k 5k 10k 20k 50k 100k 

周ぶ数 （ Hz) 


ル型スピーカ ー+ SX-DW7 


CUT OFF SELECTOR 40 Hz CUT OFF SELECTOR 80 Hz 

♦ここに示した組み合わせ例は代表的なちので、これむ夕りこもお好みによりいろいろな使い方び考え S れまず。 


■ CUT OFF FILTER の使い方 

CUT OFF FILTER つまみの ON/OFF (THROUGH) を言受定します。 ON 言受定日寺は、 CUT OFF FREQUENCY つまみ 
により、カットオフ周波数の調節が行えます。 


CUTOFF FILTER つまみ 

CUT OFF : ON 

(本機でカットオフ周波数の調節をする 


品 


1 -, 

OFF 

(THROUGH) 


場合は、こちらの状態でご使用ください） 


: OFF (THROUGH) 

(再生機器側でカツトオフ周波数の調節を行った場合 
は、こちらの状態でご使用ください） 


各スピーカータイプによる特性図 （CUT OFF FILTER ON での使用） 


100-r 


100 - 


-—- - —- -—- -~ ~ j - — —-- 



I CUT OFF FREQUENCY つまみ 

メインのスピーカーと本機との音のつなびりをこのつまみで調節します。お持ちのスピーカーびル型で中低域び不足 
している場合は、周波数を高めに設定します。 


CUT OFF FREQUENCY ①使い方の目安 


40 Hz 
80 Hz 
120 Hz 


口径30 cm しソ上の大型スピーカ- 
口径]已 cm 程度のル型スピーカ- 
口径] 0 cm じ(下のマイク□スピ - 


-と組み合わせる場合。 

-と組み合わせる場合。 

-カーと組み合わせる場合。 


应 


广 CUT OFF っ 
FREQENCY 


40Hz 120Hz 


音の調節 


■音量の調節 


メインのスピーカーとのバランスをとるために音量を調節します。 

「VOLUME つ 


厂 V0LUME-| 

1 . 本機の VOLUME つまみを MIN の位置にします。 

n 



個一 1) 

W 


w 


MIN MAX 


MIN MAX 

^.アンプの音星を普段聞いている程度 L し、音楽を 





再生しまず。 

j •本機の VOLUME つまみを回して、メインのスピー 
力一の音量とバランスの取れる位置にあわせまず。 
個一吕） 


図-1 


図-2 


>本機とメインのスピーカーとのバランスをとつた後は、 
アンプのボ U ュームを使って、メインスピーカーと同様 
に本機の音量を調節することびできます。 


I PHASE スイッチ 

低音び豊かに聞こえる状態に設定します。 
PHASE スイッチ 


PHASE 

Bn 

I—11—I 

NORM REV 


NORMAL 

(通常はこちらの状態で、ご使用 < ださい） 


PHASE 

FBI 

I—I I—I 

NORM REV 


: REVERSE 

(低音が不足しているとさは、こちらをご使用ください。) 


9 & ^ & 
音圧.をレベル祀 



撕 孤の 说 

音圧.歪レベル服 












































































































- so ¬ 


lo 20 50 100 200 5001 k 2 k 5 k 10 k 20 k 

罔ぶ数 （ Hz) 

入力：日.日] V (LOW LEVEL IN) 

距離： 1 m 

(CUT OFF FILTER- OFF、INPUT LEVEL- CENTER) 


10 - 


仕様 




種類 

使用 スピーカー 
再生周波数帯域 

入カインピーダンス 

入力端テ 

出力端子 

電源電圧 
内蔵アンプ最大出力 
消費電力 
スタンバイ時消費電力 
最大外形寸法 

質量 

付属品 


パワードサブウー八一 
密閉型/防磁お （ J 曰 TA ) 

30 cm コーンスピーカー 
16 Hz 〜己00 Hz 
(CUT OFF FILTER 日 FF 時） 

22 k 0 ( LOW - LEVEL ) 

440 Q ( HIGH - LEVEL ) 

INPUT 1( LOW - LEVEL ) 

INPUT 2 ( HIGH - LEVEL ) 
OUTPUT ( HIGH - LEVEL ) 
OUTPUT ( LOW - LEVEL ) 

AC 100 V 50 Hz / 巨日 Hz 
600 W 
90 W 
6 W 

(横幅） 390 mm x (局さ） 390 rnrn x 
(奥行き）446.5 mm 
2 ち k 呂 

スピーカーコード （2 本） 

シグナルコード （1 本） 

電源コード （1 本） 

フット （4 個） 


(注）本機の仕様および外観は、改善のために予告なく変更する 
ことがあります。 


-50- 


10 20 50100 200 500 ル 

周ぶ数 （ Hz) 

CUT OFF FREQUENCY 特性 


2 k 


5 k 10 k 20 k 


-40 


K 障かな？とお 5 前に 

■ 


症状 

原因 

処置 

電源び入らない！ 

電源コードびコンセントから抜けていませんか？ 

電源コードをコンセントにしっかり差し込んで 
ください。 

音びでない！ 

ボ I 」ュームつまみび MIN になっていませんか？ 

ボ I 」ュームつまみを適当な音量になるまで、 
回してください。 

接続のしかたをまちびっていませんか？ 

接続のしかたを確認してください。 

(7 〜9ページを参照してください。） 

保護回路び働いていませんか？ 

電源を入れ直して<ださい。 

(4 ページのを意文を参照してください。） 

八ウ U ングをおこす 

設置のしかたは大丈夫ですか？ 

設置のしかたを確認してください。 

(已ページを参照、してください。） 

音量を大さくしすざていませんか？ 

ボリュームつまみを八ウ I 」ングびなくなる 
まで、 MIN の方向に回してください。 




性：ニニ 

特音圧.をレベル肥 


〇 〇 〇 
12 3 

- - ) _ 

レスポンス服 


の 


































































































保証とア フターサー ビス (がずお読み < ださい。) 


保証書（別添) 


保証書は、お買い上げの販売店よりお受け取りくださ 
い。 r お買い上げ日-販売店を」等の記入をお確かめの 
うえ、記載内容をよくお読みの後、大切に保管してく 
ださい。 

I -保証期間 II 

お買い上げの曰から1年間 


補修用性能部品の最低保有期間 


本機の補修用性能部品の最低保有期闇は、製造巧切り 
禮8年です。 

補修用性能部品とは.令の製品の機能を維持するため 
に必要な部品です。 


' 修理に関するご相談やご不明な点は 


修理に関するご相談やご不明な点は、 お買い上げの 販売店にご相談ください。 

ご転居等、保証書記載のお買い上げ販売店にご依頼になれない場合には、添付の r ビクターサービス 窓 □案内 J をご覧のうえ 

最寄りの r ご相識窓日」にご相識ください。 

J 



修理を依おされるときは 

出張修理' 


お買い上げの販売店に 修理をご依頼<ださい。 


保話期間中は 


修理に際しましては保証書をご提示ください。 

保証書の規定に従って顯売店が修理させていただきまず。 


ご連絡していただきたい内容 


品 名） 

スピーカー システム 

型 を 

SX - DW 7 

お買い上げ日 

年月日 

故障の状況 

できるだけ具体的に 

ご住所 

イ寸近の目印等ち併せておからせください 

おを前 


電話番号 


訪問ご希望日 



便利メモ 


お買い上げ店を 


が 


) — 


保証期間が過ぎているときは 


修理ずれば使巧できる製品【こついては、お客様のご要望に 
より有料で修理させていただきます。 


修理料金の仕組み 


技術料 

故障した製品を正常に修復するための料金です。 
技術者の人件費、測定磯器等設備費、故障診断、 
修理および部品交換、調整、点横にかかる費用でず。 

十 

部品代 

修理に使用した部品代金でず。その他修理にが 
帯する部材等を含む場含もありまず。 

十 

化お料 

製品のある場所へ技術者を派遣ずるための費用て•す。 
別途、駐車料金をいただく場含がありまず。 


^ ご相談や修理は ^ 

ビクター製品についてのごホ目談や修理のご依頼は、 

お買い上げの販売店にごホ目談ください。 

転居されたり、贈答品などでお困りの場合は、下記の相談窓口にご相談ください。 

修理などのアフターサービスに関するご相談 

ビクターサービスエンジニア U ング株式会社 

お買い物相談や製品についての全般的なご相談 

お客様ご相談センター 

添^^の 「ビクターサービス 
窓□案内」 を ご覧ください。 

V 

議 0120-2828-17 

携帯電話 - PHS - FAX などからのご利用は 

電話 (045) 450-8950 

FAX (045) 450-2275 

〒吕吕 1-8 已吕 8横お市神奈川区守屋町 3- 12 
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